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古塩まさよし
後援会だより

古
塩
　
政
由

人
口
減
少
と
都
市
経
営

　

綾
瀬
市
で
は
、
近
年
、
人
口

が
自
然
増
、
社
会
増
と
も
縮
小
、

今
後
は
人
口
減
少
に
転
じ
ま

す
。
人
口
減
少
は
地
域
の
経
済

や
社
会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
成
長
型
の
経
営
を
行
っ
て
き

た
自
治
体
は
、
人
口
減
少
時
代

に
備
え
た
都
市
経
営
に
転
換
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
人

口
が
減
っ
て
都
市
規
模
が
小
さ

く
な
っ
て
も
、
環
境
を
改
善
し
、

生
活
の
質
を
向
上
で
き
れ
ば
、

都
市
と
し
て
成
長
し
、
発
展
し

て
い
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

減
災
対
策
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

都
市
生
活
を
送
る
上
で
何
よ

り
重
要
な
の
は
安
全
・
安
心
の

確
保
で
す
。
最
近
、
全
国
各
地

で
地
震
や
台
風
な
ど
に
よ
っ
て

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
防
災

対
策
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
被
災
地
の

状
況
を
み
ま
す
と
、
地
域
の
防

災
力
を
は
る
か
に
上
回
る
被
害

が
起
こ
っ
て
お
り
、
被
害
を
完

全
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は

で
き
な
く
て
も
、
被
害
を
な
る

べ
く
少
な
く
す
る
こ
と
は
可
能

で
す
。
こ
れ
が
減
災
対
策
で
す
。

平
常
時
に
い
か
に
被
害
を
減
ら

す
た
め
に
対
策
を
講
じ
る
か
が

重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
行

政
だ
け
で
行
う
の
で
は
減
災
は

達
せ
ら
れ
な
い
。
災
害
時
に
被

害
を
受
け
る
の
は
何
よ
り
市
民

で
あ
り
、
市
民
の
主
体
的
な
活

動
が
不
可
欠
で
す
。

　

災
害
で
助
け
ら
れ
た
人
の

80
％
が
、
特
殊
な
技
能
を
持
た

な
い
人
に
よ
り
救
出
さ
れ
て
い

る
。
救
出
に
は
タ
イ
ム
リ
ー
で

あ
る
こ
と
が
決
定
的
に
重
要

で
、
近
所
の
人
た
ち
が
エ
キ
ス

パ
ー
ト
よ
り
有
利
、
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
機
能
し
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
こ
の
綾
瀬
に
は
、
自

治
会
は
じ
め
様
々
な
地
域
組
織

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
ま

す
。
東
日
本
の
よ
う
に
「
あ
っ

た
け
ど
、
な
か
っ
た
」
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
状
況
に
な
ら
な
い
よ

う
、
災
害
時
に
連
帯
や
共
同
性

を
発
揮
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

創
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
れ
に
は
、
日
頃
か
ら
地

域
同
士
の
つ
な
が
り
を
維
持

し
、
住
民
が
主
体
的
に
実
践
的

な
訓
練
を
繰
り
返
す
こ
と
で
実

現
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

文
化
は
都
市
の
イ
ン
フ
ラ

　

人
口
減
少
社
会
で
は
、
あ
れ

も
こ
れ
も
と
手
を
出
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
施
策
を
地
域
の
個

性
に
特
化
す
る
こ
と
も
必
要
で

す
。
中
で
も
文
化
は
都
市
に

と
っ
て
の
イ
ン
フ
ラ
（
基
盤
）

と
も
言
う
べ
き
も
の
で
す
。

　

今
年
の
８
月
に
開
催
し
た

「
歴
史
展
」
は
、
市
内
外
か
ら

大
勢
の
方
が
来
ら
れ
、
大
盛
況

で
し
た
。
目
久
尻
川
の
流
域
に

は
旧
石
器
時
代
の
吉
岡
遺
跡

群
、
縄
文
時
代
の
早
川
城
跡
遺

跡
、
弥
生
時
代
の
神
崎
遺
跡
、

中
世
時
代
の
宮
久
保
遺
跡
な
ど

４
万
年
に
渡
る
遺
跡
が
存
在
。

ま
た
、
流
域
住
民
が
信
仰
し
て

き
た
神
社
・
仏
閣
や
、
日
々
の

生
活
か
ら
生
ま
れ
た
民
話
な
ど

も
沢
山
残
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
流
域
は
農
地

や
緑
地
、
湧
水
な
ど
の
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
、
目
久
尻
川
を
中

心
と
し
た
田
園
風
景
は
、
ま
さ

に
日
本
人
の
原
風
景
と
も
言
え

ま
す
。

目
久
尻
川
文
化
ゾ
ー
ン

　

こ
れ
ら
の
遺
跡
や
文
化
財
、

民
俗
、
自
然
、
景
観
な
ど
は
綾

瀬
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
で

す
。
市
民
の
誇
り
で
も
あ
り
、

観
光
資
源
と
し
て
も
活
用
で
き

ま
す
。
目
久
尻
川
の
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
を
軸
に
し
て
、
多

く
の
人
が
行
き
交
い
、
自
然
や

文
化
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る

「
目
久
尻
川
文
化
ゾ
ー
ン
」
と

し
て
、
こ
の
エ
リ
ア
を
保
存
、

整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

都
市
の
質
を
上
げ
る

都
市

上
げ
る

都
市
の
質
を
上
げ
る

　
　
ー
人
口
減
少
時
代
の
都
市
ー
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古
塩
ま
さ
よ
し
後
援
会　

会
長　
　
　
　

近
藤
　
亘

　

７
月
24
日
の
「
後
援
会
日
帰
り
研
修
旅
行
」
に
は
酷
暑
の
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
３
８
０
名
の
方
々
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
お
陰
様
で
事
故
も
な
く
、
無
事
か
つ
盛
大
に
実
施
で
き
ま
し
た

こ
と
は
、
参
加
の
皆
様
を
は
じ
め
、
各
バ
ス
の
幹
事
、
副
幹
事
の

皆
様
の
ご
協
力
の
賜
と
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ハーブ園

　その後、バスに乗り込みワイナリーに行きました。
　ワインの製造工程を見学ルートに沿い見て歩いて、
地下を登ると売店の建物に出ました。ここでも思い思
いの買い物を楽しみました。

ワイナリー
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古塩まさよし後援会

　各地域から乗車したバスは、海老名ＩＣから圏央道に乗り、渋滞
もなく八王子ＪＣで中央道に乗り換えて、談合坂サービスエリアで
休憩しました。ここで９台のバスが集合し、勝沼のハーブ園に向か
いました（先にワイナリーに向かうバスもあり）。　

日帰り研修旅行報告

　ブドウや桃で有名な勝沼で
一般道路に出て塩山方向に向
かい、10時前にハーブ園に到
着しました。庭園の薬草など
の説明を聞いた後、売店に入
りハーブの加工品を物色しま
した。



里の駅いちのみや

リニア見学センター

忍野八海
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　忍野八海を訪れました。中国人の観光客が
多く驚きました。我々が中国に行ったみたい
な錯覚がしました。　
　帰路は東名高速の渋滞で伊勢原から圏央道
合流まで時間がかかりました。

　11時 50分、国道 20号線沿いの「里の駅いち
のみや」に到着し、入口で古塩政由市長と夫人の
出迎えを受けました。バスごとのテーブルに座り食
事をとりました。この暑いのに焼肉があると、いさ
さか違和感がありましたがおいしく平らげました。

　一宮御坂ＩＣから中央自動車道を戻り大月
に向かいました。大月ＩＣから都留市に入る
と、リニア新幹線の高架橋が見えて来ました。
　県立リニア見学センターへ入るとリニア
モーターカーの実物大の模型があり、車内の
見学が出来ました。

◇写真提供　藤代裕三さん
　　　　　　古山　豊さん
　　　　　　伊藤和徳さん
◇文章は皆様からいただいたものを編集しました



　
　
　

後援会
活動
報告

　

２
０
４
０
年
度
の
社
会
保
障

給
付
費
は
１
９
０
兆
円
、
高
齢

化
で
18
年
度
１
２
１
兆
円
の

１
・
57
倍
（
政
府
推
計
）
と
の

見
出
し
が
新
聞
に
あ
り
ま
し

た
。

　

我
が
国
の
高
齢
者
人
口
が
約

４
０
０
０
万
人
と
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
40
年
頃
の
推
計
を
政
府
が

示
し
た
も
の
で
あ
り
、
伸
び
が

大
き
い
の
は
介
護
で
、
18
年
度

の
２
・
４
倍
（
10
・
７
か
ら
25
・

８
兆
円
）、
医
療
は
１
・
７
倍

（
39
・
２
か
ら
68
・
５
兆
円
）、
子

ど
も
・
子
育
て
は
１
・
６
倍
（
７
・

９
か
ら
13
・
１
兆
円
）、
年
金

は
１
・
３
倍
（
56
・
７
か
ら
73
・

２
兆
円
）
な
ど
で
す
。

　

今
後
、
政
府
は
当
然
、
給
付

を
抑
え
、
負
担
を
増
や
す
方
向

で
議
論
す
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

将
来
的
に
は
消
費
税
率
の
大
幅

な
引
き
上
げ
も
議
論
と
な
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
元
気
な

高
齢
者
は
、
多
大
な
社
会
保
障

貢
献
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
更
に
地
域
福
祉
の
担
い

手
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

綾
瀬
市
の
地
域
福
祉
が
充
実
い

た
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
私
は
こ
の
５
月
に

腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
の
除
去

手
術
を
受
け
、
国
民
健
康
保
険

の
高
額
療
養
費
の
給
付
ま
で
受

け
ま
し
た
の
で
、
失
格
で
し
ょ

う
ね
！

　

な
お
、
社
会
保
障
給
付
費
と

は
、
国
民
が
利
用
し
た
介
護
や

医
療
な
ど
に
対
し
、
国
や
地
方

自
治
体
が
支
払
っ
た
費
用
で
あ

り
、
主
に
税
や
社
会
保
険
料
が

財
源
で
、国
民
の
自
己
負
担
（
窓

口
負
担
）
は
含
ま
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。

◎
古
塩
ま
さ
よ
し
「
研
修
旅
行
」
開
催

　
平
成
30
年
７
月
24
日
に
研
修
旅
行
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
詳
細
は
ｐ
２
〜
３
参
照
。

☆古塩まさよしホームページとブログをUPしております。どうぞごらんください。⇨検索　古塩まさよし

◎
今
後
の
予
定

☆
後
援
会
忘
年
会

　
　

・
日
時
：
12
月
２
日
（
日
）
18
時
〜
20
時

　
　

・
場
所
：
ニ
ュ
ー
ロ
ー
ド　

☆
平
成
31
年
新
春
の
集
い

　
　

・
日
時
：
２
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

14
時
〜
16
時
30
分

　
　

・
場
所
：
綾
瀬
市
オ
ー
エ
ン
ス
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　

大
・
小
ホ
ー
ル

趣味　彩歳

寺
尾
天
台
支
部
長

　
　
　

藤
代　

裕
三

　

混
声
合
唱
団
さ
が
み
に
発
足
か
ら

10
年
ほ
ど
い
ま
し
た
。
仕
事
柄
、
横

浜
み
な
と
み
ら
い
で
１
９
９
２
年
下

水
道
展
を
開
催
す
る
前
夜
祭
と
し

て
、「
み
ず
の
い
の
ち
」
を
歌
う
会

を
横
浜
市
民
に
呼
び
か
け
国
際
会
議

場
ホ
ー
ル
で
演
奏
し
ま
し
た
。

　

水
の
命
を
歌
う
会
を
母
体
に
し
て

横
浜
シ
テ
ィ
ー
コ
ー
ラ
ス
を
立
ち
上

げ
、
黒
岩
英
臣
氏
の
指
導
を
受
け
神

奈
フ
ィ
ル
伴
奏
で
県
民
ホ
ー
ル
に
て

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
レ
ク
イ
エ
ム
を
演
奏

し
た
の
を
は
じ
め
、
神
奈
川
混
声
合

唱
団
を
立
ち
上
げ
、
１
９
９
５
年
バ

チ
カ
ン
で
の
原
爆
50
年
世
界
平
和
祈

念
コ
ン
サ
ー
ト
の
主
力
団
体
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。　

　

綾
瀬
シ
テ
ィ
ー
コ
ー
ラ
ス
に
は
発

足
時
か
ら
加
わ
り
ま
し
た
が
海
外
の

仕
事
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
た
め
留
守
が

ち
で
し
た
。
帰
国
後
は
綾
瀬
シ

テ
ィ
ー
コ
ー
ラ
ス
だ
け
に
活
動
の
場

を
絞
り
、
今
年
７
月
１
日
、
海
老
名

の
文
化
会
館
で
創
立
20
周
年
の
演
奏

会
を
開
く
に
至
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
技
術
指
導
を
終
え

２
０
０
７
年
帰
国
後
、
女
房
の
荷
物

運
び
役
で
山
登
り
を
始
め
ま
し
た
。

　

女
房
の
友
達
の
日
本
百
名
山
制
覇

の
応
援
で
幌
尻
岳
に
登
っ
た
時
女
房

自
身
は
43
座
で
し
た
が
、
７
年
か

か
っ
て
昨
年
の
９
月
に
乗
鞍
岳
を
最

後
に
し
て
達
成
し
ま
し
た
。
そ
の
間

一
緒
に
行
く
こ
と
が
多
く
、
私
自
身

の
数
は
83
座
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

体
力
に
応
じ
た
登
山
と
な
り
、
時

間
が
か
か
る
分
、「
人
の
２
倍
山
を

楽
し
ん
で
る
！
」
と
負
け
惜
し
み
を

言
い
な
が
ら
の
登
山
で
す
。
高
山
植

物
（
特
に
花
）
の
写
真
を
撮
る
の
も

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
※
後
援
会
活

動
報
告
下
サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ
の
花

合
唱
と
登
山

社
会
保
障
給
付
費
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
…
小
器
凡
器
の
独
り
言
…

サラシナショウマの花サラシナショウマの花

趣味　彩歳
綾
瀬
シ
テ
ィ
ー
コ
ー
ラ
ス

演
奏
会

古
塩
ま
さ
よ
し
後
援
会

　
　
　
会
長
　
近
藤
　
亘
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